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＜事例３＞ 友人がＤＶを受けているようだ・・・ 

高校 2 年の F 子が、クラスメートの G 子のことで、担任に相談に来ました。G 子

は、別の学校の男子生徒と交際しているが、最近、束縛がひどく、性的な被害も受け

て悩んでいるようだとのこと。友人たちは、付き合いをやめるように何度も話すが、

聞き入れず、ぐちを言いながら付き合いを続ける F 子に対して、友人たちは、「好き

で付き合ってるんだから、もうほっておこうよ」と言うようになっています。しかし、

いろんな理由を付けて学校を休んだり、食欲もなくなっている G 子を見ていると、

とても心配なので、自分はどうしたらいいだろうかと悩んでいるということでした。 

 

対応のポイント 

◎別れられないこと自体がＤＶの大変さだと知ってもらう 

本人には被害の自覚がないのに、周囲が気付いて心配するという例は多く、周囲か

らの忠告を無視したり、否定したりすることが多いので、周りの友人たちも、次第に

距離を置くようになってしまうようになります。しかし、苦しんでいる友人を見てい

るのはつらいものです。相談に来た F 子が G 子を心配する気持ちや、いらだち、相

手の男子への怒りなどを十分に受け止めることが必要です。 

 

◎友人を責めたり批判したりしないこと、来談を勧める 

F 子に DV について説明し、G 子の言動が DV 被害を受けたものによくあることを

知ってもらいます。G 子を責めたり批判したりしないように見守ってほしいこと、大

人の支援がないと DV の解決は 

難しいことを伝え、G 子が直接

相談に来るように勧めてほしい

ことなどを伝えます。F 子が勝

手に相談をしたことを G 子に

知られたくない場合は、担任が

G 子と話す機会をつくって様子

を聞くことが必要になります。 

クラスや学年で DV 予防教育

の機会をつくり、全体で、DV

についての知識を共有すること

も大切です。 
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